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巻頭言

 

リソースなくしてリサーチなし

研究をおこなうためには研究材料が必須である。「リソースなくしてリサーチな

し」と言われるゆえんである。ライフサイエンスは、生物系統や細胞、遺伝子、な

どの生物研究材料（バイオリソース）を研究者間で共有することにより大きく発展

してきた。バイオリソースは一度絶えたら二度と復活はできないし、遺伝的な変化

もするという特別の性質を持っている（ライフサイエンス委員会バイオリソース整

備戦略作業部会より抜粋）。バイオリソースの維持には特別な配慮を必要とする。1
921（大正10）年の九州大学農学部開設当初から歴代の諸教授によって、農業なら

びに学術研究上、重要なバイオリソースの収集が行われ、学問の発展に寄与してき

た。中でも、カイコ・イネ・発酵微生物等に関しては系統数の増加・多様化が顕著

で、保有系統の維持・管理業務のために、さらに高度な遺伝情報の解明と新規系統

の開発が必要とされた。バイオリソースの維持・評価・開発・提供を専門として取

り扱うために、遺伝子資源研究センターが1987年に設置された。設立当初は10年時

限の施設であったが、10年時限の到来を機会に遺伝子資源開発研究センターとして

恒久的な施設に変身した。伊都キャンパスに移転とともに、カイコ及びイネは新設

した各バイオリソース施設においてリソースの維持・評価などを行っている。さら

に、イネとカイコについては2002年より国家プロジェクトとして発足したナショナ

ルバイオリソースプロジェクト(NBRP)に当初より参画し、バイオリソースの開発、

評価、維持、提供事業に益々拍車がかかることとなった。

本センターが有するバイオリソースは国内外の研究者等に提供されており、ライフ

サイエンスに関する数多くの優れた研究成果を生み出している。詳しくは遺伝子資

源開発研究センターのHPを参照されたい。

「バイオリソースは一度失うと復元が難しい」。バイオリソース関係者の間では、2
011年の東日本大震災後にこの言葉が現実味を増して感じられるようになった。同

震災でのバイオリソースの被害は比較的少なくて済んだといわれているが、東北大

学では実験中のマウスリソース全てが犠牲になった。こうした現実を踏まえ、震災

を含めた自然災害や火災などの事故に備えた取り組みが必要である。イネについて

は国立遺伝学研究所（遺伝研）とリソース種子を交換してそれぞれバックアップと

して保管しており、遺伝研所有の種子稔実率が低い野生イネの一部を本学指宿試験

地で栽培している。カイコについては卵を長野県にある天然の冷蔵庫である風穴

(ふうけつ)にバックアップ保存している。風穴は昭和初期までは全国で蚕の保存に

用いられていた。前近代的と思われるかもしれないが停電の心配は無用で、この1
0年着実にバックアップ機能を果たしている。微生物は遺伝研のIBBPプロジェクト

に参画し、微生物資源の消失リスクの軽減化を行なっている。また、九州が誇る地

熱地域からの微生物分離や九州が地理的・環境的にも近い東南アジアの微生物資源
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の探索も行い、世界規模での微生物資源の維持・管理に務めている。こうした自然

災害に加え、2020年に発生し世界を震撼させているコロナ渦においてもリソースの

維持は継続しなければならない。少人数で効率よく安全にリソースを次代へ継承す

る方策もまた我々の喫緊の宿題となっている。

こうした様々な難問が尽きないバイオリソース事業であるが、そのためには後進と

なる人材の育成が重要である。バイオリソース業務は直接の論文にほとんど結びつ

かない。当センター教員は、研究者として自身の研究を遂行することが重要である

ことはもちろんであるが、決して少ないといえないエフォートを使って論文になら

ないバイオリソース業務を遂行していかねばならない。このような人材は一朝一夕

に育つものではないにもかかわらず、人材が育たなければバイオリソースの維持が

困難となることは明らかである。

遺伝子資源開発研究センターでは「リソースなくしてリサーチなし、リサーチなく

してリソースなし」を肝に銘じながら、教職員一丸となって粛々と事業を進めてお

り、今後も事業の発展を期しながら事業を進めていく。現在、全分野の教授は前身

となる遺伝子資源研究センター設立以来4代目もしくは3代目である。今後、初代教

授より受け継いできた、加えて九州大学農学部創立以来の歴代の諸教授より受け継

いできたバイオリソースを継承していくことは当然として、新奇バイオリソース開

発、バイオリソース維持、評価のための新奇技術開発等に真摯に取り組み、社会的

責務を果たしていく決意を九州大学農学部創立100年という歴史の節目に立ち、新

たにしている。

遺伝子資源開発研究センター長 熊丸敏博

（九州大学農学部創立百周年記念誌より）
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I. センターの概要

1. 目的

 本センターは、遺伝子資源の収集、保存、開発から評価、利用に至る研究教育を

遂行する。特に、高度な技法で遺伝情報の解析を行い、遺伝子レベルでの農業遺

伝子資源に関する応用展開研究と戦略的プロジェクト研究の推進並びに遺伝子

資源のDNA・細胞レポジトリー機能の充実を図る。

2. 沿革

昭和62年5月 本学附属家蚕遺伝子実験施設を振替え、附属遺伝子資源研究

センターが10年の時限施設として設置され、教授、助教授、

助手各2名が配置された。

平成元年4月 教授、助教授各1が追加配置された。本学大学院農学研究科に

設置された独立専攻遺伝子資源工学専攻の協力講座として、

昆虫遺伝子資源学、遺伝子開発管理学の2講座に参加した。

平成3年4月 遺伝子資源工学専攻に微生物遺伝子工学講座が新設され、こ

れに参加した。

平成9年4月 附属遺伝子資源研究センターは時限により廃止され、新たに、

教授3名、助教授3名、助手2名の振替えによって附属遺伝子資

源開発研究センターが設置された。

平成12年4月 大学院重点化に伴い、大学院 農学研究院附属遺伝子資源開

発研究センターに改組された。また、大学院教育として生物

資源環境科学府 遺伝子資源工学専攻 遺伝子資源開発学講

座（昆虫遺伝子資源学分野、植物遺伝子資源学分野、微生物

遺伝子工学分野）に改組された。

平成22年4月 農学研究院・学府組織改組に伴い、昆虫遺伝子資源学分野、

植物遺伝子資源学分野は、生命機能科学部門 システム生物

学講座に、微生物遺伝子工学分野は分子微生物学・バイオマ

ス資源科学講座に所属し、教育に参画した。
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3. 組織・教職員

センター長 熊丸 敏博

家蚕遺伝子開発分野

教授 伴野 豊 技術職員 西川 和弘

助教 山本 幸治 技術職員 田村 圭

学術研究員 藤井 告 技術職員 山本 和典

学術研究員 福森 善寿

植物遺伝子開発分野

教授 熊丸 敏博 テクニカルスタッフ 原田 良子

准教授 久保 貴彦 技術補佐員 池田 恵利佳

学振特別研究員 福田 真子

学術研究員 松坂 弘明

学術研究員 中村 哲洋

微生物遺伝子開発分野

教授 土居 克実 研究支援推進員 山口 幸子

助教 藤野 泰寛
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4. 研究と事業内容

家蚕遺伝子開発分野

・カイコ遺伝子資源の収集、開発、評価、保存、活用並びに遺伝子機能の発現機

構の解明

・文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクトNBRP（カイコ）の中核機

関として我国のバイオリソース事業への貢献

植物遺伝子開発分野

・イネ種子貯蔵タンパク質の生合成･集積を制御する遺伝的機構の解明

・イネの生殖発生と進化に関わる機構の解明

・ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)におけるイネ突然変異系統の

整備

・在来イネ遺伝子資源の保存と特性評価に関する研究

微生物遺伝子開発分野

・微生物遺伝子資源の探索と評価、保存と利用開発、

並びに有用遺伝子の高度機能化と応用展開に関する研究

各分野とも、所定の許可を得た本学部内外の学生や研究者等に対し、研究の場や

遺伝子資源材料を提供し、さらに研究指導と教育を行っている。

5. 遺伝子資源開発研究センター運営委員会委員 （令和2年3月31日現在）

委員長 日下部 宜宏 （資源生物科学部門）

教授 熊丸 敏博 （遺伝子資源開発研究センター）

教授 伴野 豊 （遺伝子資源開発研究センター）

教授 土居 克実 （遺伝子資源開発研究センター）

准教授 田代 康介 （生命機能科学部門）

准教授 片倉 喜範 （生命機能科学部門）

教授 吉村 淳 （資源生物科学部門）

准教授 小名 俊博 （環境農学部門）

教授 南石 晃明 （農業資源経済学部門）

教授 望月 俊宏 （附属農場）

教授 大賀 祥治 （附属演習林）
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6. 組織図
部門 講座 研究分野

資
源
生
物
科
学

農業生物化学

植物育種学

作物学
植物生産生理学
植物病理学
園芸学
動物学

蚕学

昆虫学

生物的防除実験施設
天敵微生物学
天敵昆虫学
生物保護管理学
農業生産生態学(農場)
植物光生理学(SSP)

動物・海洋生物科学

家畜生体機構学

附属農場
家畜繁殖生産学
畜産化学
代謝・行動制御学
家畜生産生態学(農場)
海洋生物学

水産増殖学

水産実験所
水産生物環境学
ｱｸｱﾌｨｰﾙﾄﾞ科学(水実)

持続型農業生産学(連携講座) 持続型農業生産学(連携)

環
境
農
学

生産環境科学

灌漑利水学

水環境学
土環境学
土壌学
気象環境学
生物生産工学
生産流通科学

森林環境科学

森林計画学
森林保全学

造林学

演習林
森林政策学
森林生産制御学(演習林)
流域環境制御学(演習林)

ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ資源科学

木質資源科学

木質資源工学
森林生物化学
生物資源化学
資源高分子科学
森林圏環境資源科学
バイオマテリアルデザイン

農
業
資
源
経
済
学

農業資源経済学

農政学
農業経営学
食料産業システム解析学
食料流通学
環境生命経済学
国際農業開発学(客員)

生
命
機
能
科
学

生物機能分子化学

生物化学
水族生化学
海洋資源化学
植物機能利用学
植物栄養学
蛋白質化学工学
農業薬剤化学
植物分子機能学(SSP)

システム生物工学

遺伝子制御学
細胞制御工学
生物機能制御学
発酵化学
微生物工学
土壌微生物学
生物機能デザイン

バイオプロセスデザイン

遺伝子資源
開発研究センター

昆虫遺伝子資源学(遺セ)
植物遺伝子資源学(遺セ)
微生物遺伝子工学(遺セ)

食糧化学工学

栄養化学
食糧化学

食品分析学
食品製造工学
食品衛生化学

唐津水産研究センター共同研究部門
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II. 研究成果

1. 研究業績・出版物リスト

【家蚕遺伝子開発分野】

A. 原著論文

1) Haque MR, Hirowatari A, Nai N, Furuya S, Yamamoto K, 

Serine hydroxymethyltransferase from the silkworm Bombyx mori: Identification, distributi

on, and biochemical characterization, 

Archives of Insect Biochemistry & Physiology, 102, e21594 (2019)

2) Haque MR, Hirowatari A, Saruta F, Furuya S, Yamamoto K, 

Molecular survey of the phosphoserine phosphatase involved in L-serine synthesis by sil

kworms (Bombyx mori),

Insect Molecular Biology, 29, 48-55 (2019)

3) Saruta F, Yamada N, Yamamoto K,

An omega-class glutathione S-transferase in the brown planthopper Nilaparvata lugens exhibits 

glutathione transferase and dehydroascorbate reductase activities,

Archives of Insect Biochemistry & Physiology, 102, e21599 (2019)

4) Saruta F, Yamada N, Yamamoto K,

Functional analysis of an epsilon-class glutathione S-transferase from Nilaparvata lugens,

Journal of Insect Science, 19, 1-7 (2019) 

5) Yamamoto K, Tsubota T, Uno T, Tsujita Y, Yokota S, Sezutsu S, Mita K,

A defective prostaglandin E synthase could affect egg formation in the silkworm Bombyx mori,

Biochemical and Biophysical Research Communications, 521, 347-352 (2019)

6) Nagaoka S, Yamamoto K,

Identification and characterization of superoxide dismutase in silkworm seminal fluid,

Journal of Insect Biotechnology & Sericology, 88, 39-47 (2020)

B. 著書・総説

なし

C. 学会発表

1) Haque MR, Hirowatari A, Koyanagi A, Ichinose T, Abiru M, Mohri S, Furuya S, Yamamoto, K, 

Molecular characterization and expression analysis of a phosphoserine aminotransferase 

involving L-serine synthesis from silkworm, Bombyx mori

第56回化学関連支部合同大会, 2019年07月13日, 北九州.
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2) 福森寿善, 吉田美紀代, 伴野豊,

カイコ除殻卵の保存最適時期の検討と超低温処理期間の影響,

Cryopreservation Conference 2019, 2019年11月18日, つくば市.

3) 福森寿善, 吉田美紀代, 伴野豊,

カイコ除殻卵の超低温処理期間の影響,

Cryopreservation Conference 2019, 2019年11月19日, つくば市.

4) Fujii T, Fukumori H, Yamamoto K, Tamura K, Nishikawa K, Banno Y,

An attractive bioresource in Kyushu University supported by NBRP,

25th ISC Congress-2019, 2019年11月19日, つくば市

5) Fukumori H, Nagasaki K, Eda Y, Fujii T, Shimada T, Kajiura Z, Banno Y,

Cryopreservation of Bombyx mori and other wild silkmoths using frozen gonads,

25th ISC Congress-2019, 2019年11月20日, つくば市

6) 福森寿善, 吉田美紀代, 藤井告, 伴野豊,

カイコ除殻卵のガラス化処理が胚子組織の構造に及ぼす影響,

日本蚕糸学会第90回大会, 2020年3月7日, 信州大学

7) 藤井告, 山本和典, 田村圭, 西川和弘, 伴野豊,

RNA-seq 解析とゲノム編集による p 油 (op) の原因遺伝子の解明

日本蚕糸学会第90回大会, 2020年3月7日, 信州大学

【植物遺伝子開発分野】

A. 原著論文

1) Kubo F. C., Y. Yasui, T. Kumamaru, W. Tanaka, H. Hirano. 

DWARF WITH SLENDER LEAF1 encoding a histone deacetylase plays diverse roles in rice 

development. 

Plant and Cell Physiology 61, 457-469 (2020)  Doi: org/10.1093/pcp/pcz210

2) Shenton M, Kobayashi M, Terashima S, Ohyanagi H, Copetti D, Hernández-Hernández T, 

Zhang J, Ohmido N, Fujita M, Toyoda A, Ikawa H, Fujiyama A, Furuumi H, Miyabayashi T, 

Kubo T, Kudrna D, Wing R, Yano K, Nonomura KI, Sato Y, Kurata N.,

Evolution and diversity of the wild rice Oryza officinalis complex, across continents, genome 

types, and ploidy levels., 

Genome Biology and Evolution, 12, 4, 413-428 (2020) doi:10.1093/gbe/evaa037

3) Tian L., H. Chou, M. Fukuda, T. Kumamaru, T. W. Okita. 

mRNA localization in plant cells. 

Plant Physiology 182, 97-109 (2020) Doi: 10.1104/pp.19.00972

4) Chou H., T. Li, M. Fukuda, T. Kumamaru, T. W. Okita. 

The role of RNA binding protein OsTudor-SN in post-transcriptional regulation of seed storage 

proteins and endosperm development. 
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Plant and Cell Physiology 60 (10), 2193-2205 (2019) Doi: org/10.1093/pcp/pcz113

5) Chou H., L. Tian, H. Washida, M. Fukuda, T. Kumamaru, T. W. Okita. 

The rice storage protein mRNAs as a model system for RNA localization in higher plants. 

Plant Science 284, 203-211 (2019) Doi: org/10.1016/j.plantsci.2019.04.014

6) Ikeda T., Tanaka W, Toriba T., Suzuki C., Maeno A., Tsuda K., Shiroishi T., Kurata T. 

Sakamoto T., Murai M., Matsusaka H., Kumamaru T., Hirano H.,

BELL1-like homeobox genes regulate inflorescence architecture and meristem maintenance in 

rice, 

The Plant Journal 98 (3), 465-478, (2019) doi.org/10.1111/tpj.14230

7) Kato K., Y. Suzuki, Y. Hosaka, R. Takahashi, I. Kodama, K. Sato, T. Kawamoto, T. Kumamaru, 

N. Fujita. 

Effect of high temperature on starch biosynthetic enzymes and starch structure in japonica rice 

cultivar ‘Akitakomachi’ (Oryza sativa L.) endosperm and palatability of cooked rice.

Journal of Cereal Science 87, 209-214 (2019) doi. org/10.1016/j.jcs.2019.04.001

B. 著書・総説

1) 福田真子，熊丸敏博

「コメ貯蔵タンパク質グルテリンの細胞内輸送機構の解明」

Plant Morphology 31, 31-35 (2019)

C. 学会発表

1) 永松 志朗，和田 卓也，松島 良，藤田 直子，三浦 聡子，クロフツ 尚子，保坂 優子，

熊丸 敏博,

イネデンプン構造変異系統の胚乳特性解析および原因遺伝子探索,

日本育種学会第137回講演会, 2020年3月 東京大学

2) 福田真子，熊丸敏博，

Thomas W. Okita, Golgi Transport 1 (GOT1B) は貯蔵タンパク質 RNA の特定小胞体領域

への局在及びグルテリンとα- グロブリンの小胞体からの効率的な輸送に必要である,

第 61 回日本植物生理学会年会, 2020 年 3 月. 大阪大学

3) 河村敏貴，小林奈通子，グエンタンハオ，石川亮，且原真木，田野井慶太朗，松坂弘明，

熊丸敏博,

イネのTILLING 変異系統を用いたOsHKT1;4 Na+ 輸送体の塩ストレス下における生理

機能の解明,

第61回日本植物生理学会年会, 2020年3月.  大阪大学

4) Tran Hong Quan, Hiroaki Matsusaka, Tomokazu Ushijima,Takahiko Kubo, Toshirhiro Ku

mamaru, 
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Identification of genomic region harboring Endosperm Storage Protein (ESP) 3 gene reg

ulating the Cysteine-rich prolamine by MutMap, 

日本育種学会第14回九州育種談話会, 2019年11月. 東海大学

5) 中村哲洋, Tho Nguyen, 久保貴彦, 熊丸敏博,

超軟質米の作出に向けた Isoamylase１活性低下変異の単離および解析,

日本育種学会第14回九州育種談話会, 2019年11月.  東海大学

6) ラハマ シティ ナル アジザ フォージヤティ，熊丸 敏博，久保 貴彦,

イネ雑種雄性不稔に関与する INK 遺伝子のファインマッピング,

日本育種学会第 136 回講演会, 2019 年 9 月. 近畿大学

7) グエン テイ フオング トー, 中村 哲洋, 熊丸 敏博, 久保 貴彦,

Characterization of a new gene involved in starch metabolism of rice, 

日本育種学会第136回講演会, 2019年9月. 近畿大学

8) 和田卓也, 松島良, 藤田直子, 三浦聡子, クロフツ尚子, 保坂優子,永松志朗, 熊丸敏博,

難消化性澱粉を保有するイネ澱粉構造変異系統の胚乳特性解析,

第68回日本応用糖質科学会大会, 2019年9月. 岐阜大学

9) Masako Fukuda, Toshihiro Kumamaru, Thomas W. Okita, 

GOT1B is required for localization of storage protein RNA and for export of proglutelin from 

ER, 

American Society of Plant Biologist, 2019年8月. 米国

D. 特許出願

1) 鈴木保宏、長谷川陽一、永田俊文、濱田茂樹、秋田祐介、熊丸敏博、松坂弘明

トリアシルグリセロールリパーゼ変異植物                                 

優先権主張 特願 2014-058474 (平成 26 年 3 月 20 日出願) 

特願 2015-52078 (平成 27 年 3 月 16 日出願) 特開 2015-192662 (平成 27 年 11 月 5 日) 

特許 6558825 （令和 1 年 7 月 26 日登録）

  

E. データベース等

突然変異系統データベース（Oryzabase上）

http://www.shigen.nig.ac.jp/rice/oryzabaseV4/

イネ保存品種データベース

http://w3.grt.kyushu-u.ac.jp/Rice_Kyushu/rice-kyushu/htdocs/main.html

F.その他

TILLINGオープンラボ(Oryzabase上)

http://www.shigen.nig.ac.jp/rice/oryzabaseV4/tilling/openLab
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【微生物遺伝子開発分野】

A 原著論文

1) Sirinthorn Sunthornthummas, Katsumi Doi, Achariya Rangsiruji, Sukhumaporn Krajangsung, 

Siriruk Sarawaneeyaruk, Onanong Pringsulaka, 

Isolation and characterization of spontaneous phage-resistant mutants of Lactobacillus 

paracasei,

Food Control, 99, 114-123, (2019)

B. 著書・総説

1) 藤野泰寛、土居克実,

シリカを誘導剤とする異種タンパク質発現システム,

バイオサイエンスとインダストリー, 77 (5), 380-381, (2019)

2) 緒方靖哉、西山孝、土居克実,

改訂 ウイルス分類,

化学と生物, 58 (1), 20-33 (2020)

C. 学会発表

1) 副島春香，中村彩乃，藤野泰寛，土居克実,

好熱性繊維状ファージにおける推定SSBタンパク質の機能解析,

第26回 日本生物工学会九州支部 長崎大会, 2019.12.

2) NguyenCongThanh， YasuhiroFujino， YasuakiHiromasa， KatsumiDoi, 

Characterization and genome structure of virulent phage φEM4 infected to Enterobacter sp. 

M4，a cause of soft rot disease of plants, 

日本農芸化学会 2019 年度 西日本・中四国支部合同沖縄大会, 2019.11.

3) KOJIMA K, GODA A,MAEDA J, FUJINO Y, DOI K, 

Elucidation of the metabolic mechanism of D-BCAA produced by Lactobacillus otakiensis,

JSBBA West 2nd Student Forum, 2019.11.

4) YOSHIDA N , YAMASAKO A , FUJINO Y , DOI K, 

Functional analysis of Receptor Binding Protein of Lactococcus phage Q1 isolated from lactic 

acid fermentation plant, 

JSBBA West 2nd Student Forum, 2019.11.

5) N. Tsuchiya, Y. Suematsu, Y. Fujino, K. Doi, 

A new gene expression system for a thermophilic bacterium, Thermus thermophilus, using a 

silica-inducible promoter,

iBS2019, 2019.10.
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6) XAYAPATHASOULIYA, NGUYEN CONGTHANH, 藤野泰寛, 土居克実,

Isolation and characterization of plant pathogenic microorganisms from Southeast Asia, 

第56回化学関連支部合同九州大会, 2019.07.

7) 木室綾華, 山迫彩華, 藤野泰寛, 廣政恭明, 土居克実,

乳酸発酵現場で単離されたファージゲノムの特性と宿主におけるプロファージ誘導 ,

第56回化学関連支部合同九州大会, 2019.07.
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2. 原著論文要旨

家蚕遺伝子開発分野
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家蚕遺伝子開発分野
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家蚕遺伝子開発分野
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家蚕遺伝子開発分野
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家蚕遺伝子開発分野
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家蚕遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野

－ 24 －



植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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植物遺伝子開発分野
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微生物遺伝子開発分野
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微生物遺伝子開発分野
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微生物遺伝子開発分野
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III. センターの活動状況

1. 教育活動

【家蚕遺伝子開発分野】

大学院生物資源環境科学府（修士課程）
吉永 啓恵 カイコの生殖細胞を用いた凍結保存に関する研究

大学院生物資源環境科学府（博士課程）
Md. Rezwanul Haque Study on serine synthesis pathway in silkworm
池永照美 テキスタイル素材としてのカイコ遺伝資源特性の評価に関する

研究

【植物遺伝子開発分野】

大学院生物資源環境科学府（修士課程）

Rahma Siti Nur Azizah 

Fauziyati

Genetic and evolutionary study of INCENTIVE FOR KILLING 

POLLEN (INK) gene responsible for hybrid male sterility in rice

Nguyen Thi Phuong Tho Characterization of SUGARY2 gene involved in rice starch metabolism

Hran Hong Quan The construction of the genetic linkage map of Endosperm Storage 

Protein (ESP)3 gene regulating the cysteine rich prolamines

大学院生物資源環境科学府（博士課程）
加藤 和直 登熟温度が異なる米の食味と胚乳澱粉の特性解析

【微生物遺伝子開発分野】

農学部生物資源環境科学科（学士課程）

森田 大幹 乳酸菌におけるD-アミノ酸生成機構の解明

上土井 達哉 シイタケ腐敗菌に感染するバクテリオファージの性状解析

村山 友香 乳酸菌プロファージ誘導の分子メカニズム

大学院生物資源環境科学府（修士課程）

吉田 直己 乳酸菌ファージQ1の感染機構の解明

出口 朋也 好熱性ファージOH2の溶原化機構の解明

小島 賢太 乳酸菌のD-アミノ酸生合成経路の解明

白澤 拓海 ファージ由来Holを用いたガン治療法の開発

Xayapatha Souliya Identification of plant pathogenic microorganisms in Laos.

飯田 拳史 Thermus属細菌を宿主とする新規異種タンパク質発現系の開発
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副島 春香 繊維状ファージにおけるg5p (single strand binding protein)の特性

解析

木室 綾香 乳酸発酵現場で単離されたファージのゲノム特性とプロファー

ジ誘導

大学院生物資源環境科学府（博士課程）

Nguyen Cong Thanh Application of phage therapy to plant disease in Vietnam  

土谷 直史 地熱発電所における好熱性微生物の網羅的解析

下元 仁美 浴室汚染菌の性状・ゲノム解析

2. 科学研究費・共同、受託研究等

【家蚕遺伝子開発分野】

ナショナルバイオリソースプロジェクト中核的拠点整備プログラム

課題管理者 伴野 豊

「カイコバイオリソースの収集・高品質化と効率的保存・供給体制の整備」

ナショナルバイオリソースプロジェクト基盤技術整備プログラム

課題管理者 伴野 豊

「カイコ及び近縁野蚕の凍結保存技術の高度化」

挑戦的研究 研究代表 山本 幸治

「Ｘ線結晶構造を用いた農薬開発」

国際共同研究加速基金 研究代表 山本 幸治

「タンパク質構造情報を基礎とした昆虫成長阻害剤の創出」

JASRI 研究代表 山本 幸治

「アルドケト還元酵素の構造解析」

【植物遺伝子開発分野】

ナショナルバイオリソース中核的拠点整備プログラム

機関代表 熊丸敏博 「イネ属の多様性を生かすリソース基盤の構築（多様な高品質イネ実験

系統の整備）」

National Science Foundation, Plant Genome Research Project, Co-PI, Toshihiro 

Kumamaru,  ”Deciphering the role of RNA binding proteins in RNA transport, localization and 
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post-transcriptional processes in plants” 

JFCインターナショナル国際共同研究（米国）加州米品種改良プロジェクト

研究分担 熊丸敏博 

基盤研究(B) 研究代表 熊丸敏博

「イネ種子の細胞内物質貯蔵における小胞体機能タンパク質の機能解明とその育種的利用」

基盤研究(C) 研究代表 久保 貴彦 

「花粉キラーを制御する分子ネットワークの解明」

【微生物遺伝子開発分野】

九州自然エネルギー推進機構, 第2回研究助成金 研究代表 土居克実

好熱性微生物を利用した地熱発電におけるシリカスケール形成防止素材の開発

島原半島ジオパーク協議会, 島原半島ユネスコ世界ジオパーク学術研究奨励事業,

研究代表 土居克実, 島原半島内の地熱熱水域に生息する好熱性微生物の地理多様性解析.

東洋水産財団, 研究代表 土居克実

生鮮食品保蔵のためのファージセラピー技術の開発.

3. 講演会・セミナー・講習会

【家蚕遺伝子開発分野】

伴野 豊

JST 主催サイエンスアゴラ企画出展 「カイコと日本」をテーマに日本蚕糸学会と共同で開催、

テレコムセンタービル 2019 年 11 月

農学部同窓会主催 新キャンパスツアーで、同窓生にカイコの施設紹介を行った。

2019 年 5 月

その他、富岡勉衆議院議員視察（文部科学省研究振興局村田局長随行、9月24日）、久留米市、

文部科学省視察など、新キャンパスオープン（２年目であるが）に伴う視察を多数受け入れた。
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【植物遺伝子開発分野】

熊丸敏博

 福岡県立明善高等学校 総合的な学習時間「大学セミナー」:農学部の特色と生物資源につい

て, 2019年7月

4. 海外渡航

【家蚕遺伝子開発分野】

山本 幸治

Korea，Daegu，Kyunpook National University, 2019年10~11月, 2020年1〜2月

【植物遺伝子開発分野】

熊丸敏博

ミャンマー, Ministry of Agriculture, Department of Agricultural Research (ネピドー), 2020年2月

久保貴彦

 ミャンマー, Ministry of Agriculture, Department of Agricultural Research (ネピドー), 2020年2月

5. 訪問研究員等

【植物遺伝子開発分野】

Nguyen Thi Lan Hoa, 訪問研究員, トウモロコシの遺伝的多様性に関する研究.  Plant 

Resources Center, Vietnam Academy of Agricultural Science, Hanoi, ベトナム, 2019年5月～8月.

Nguyen Thi Bich Thuy, 訪問研究員, トウモロコシの貯蔵タンパク質に関する研究. Plant 

Resources Center, Vietnam Academy of Agricultural Science, Hanoi, ベトナム, 2019年5月～7月. 
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IV. 遺伝子資源の保存、収集の状況

【家蚕遺伝子開発分野】
本センター保存の家蚕（カイコ）系統は、アカデミックリソースとしては、世界最大のコレ

クションであり、カイコ研究の拠り所として国の内外の研究者から利用されている。2002 年 7
月からスタートした文部科学省ナショナルバイオリソース（NBRP）のカイコの中核拠点とし

て本分野は指定され、本センターの果たすべき役割は益々高まっている。保存系統はまずその

主要目的形質によってアルファベットで分類し、それに 2 位数を附し系統番号としている（同

一起源の分枝系は 3 位数）。分類記号の内容及びおよび、記号別保有数は以下の如くである。

それらは、下記の系統約 500 系統がコアとなっている。コア系統の遺伝子情報の詳細はナショ

ナルバイオリソースプロジェクトのホームページに掲載されている。
http://www.shigen.nig.ac.jp/silkwormbase/index.jsp
 コア系統以外に TG（ゲノム改変カイコ）系統 138 系統、クワコへカイコを連続戻し交配し

て作成した染色体置換系統 53 系統、ケミカルミュータジェネシス(ENU)25 系統、他機関から

寄託された系統等が維持されている。

p （地域型品種） ２３ a （胚子，幼虫期致死） ２０

b （繭形・繭質） １７ c （繭色）      ２５

d （卵形・卵殻色） ３５ e （卵色）      ２８

f （幼虫肢・斑紋） ３８ g （幼虫斑紋）    １７

i （幼虫眼紋・頭尾斑） １３ k （幼虫体色）    ２４

l （幼虫体色） ２８ m （モザイク・畸形） １７

n （幼虫体形）  ２８ o （油蚕）      ４０

r （染色体異常・交叉率） １６ t （発育・眠性） ２５

u （蛹・成虫） ２１ w （連関分析用合成系） ２７

x （分析未了の新突然変異） １４

（提供：系統の分譲件数）

 本分野の過去５年間のカイコ系統の分譲件数を示す。分譲依頼者は、研究、教育関係が大半

である。突然変異体系統に加え、最近は大型、雌雄鑑別が容易な系統の利用が広がっている。

理学、農学系、薬学系からの依頼が中心となっている。

  2015 2016 2017 2018 2019

生物体

での分譲

国内 609 件 680 件 763 件 862 件 806 件

国外 128 件 115 件 163 件 188 件 202 件

DNA
での分譲

国内 205 件 64 件 30 件 0 件 0 件

（カイコバイオリソースに関する専門知識・情報の提供）

 リソース分譲の増加と共にカイコに関する生物学的知識、利活用に関する専門知識、技術相

談、研修依頼、また来訪者への対応が増大している。その主な項目を下記に列挙する。括弧内

は主な対象者。

・ カイコ突然変異体を中心とした形質特性、起源に関する情報提供（研究者、院生）

・ 研究に適した系統の選出依頼や、研究計画に対する助言依頼（研究者、院生）
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・ カイコバイオリソースに関する遺伝を中心とした文献や知識の提供（研究者、院生）

・ カイコの系統維持に関する専門知識の提供（研究者、教育関係者）

・ カイコ系統の凍結保存に関する技術移転に関する相談（研究者）

・ 桑の分譲、栽培に関する専門知識の提供（研究者、一般）

・ カイコ全般に関する知識提供（教員、一般）

・ 養蚕に関する知識、技術の提供（農業関係者、一般）

・ カイコの教材としての活用方法に関する相談（教員、教育関係者）

・ 報道、出版機関からのカイコ、養蚕に関する問い合わせや専門用語の解説依頼や知識の提供、

監修依頼（報道、出版関係者）

・ カイコを用いたイベント開催に関するアドバイスや講演依頼（教員、自治体関係者、一般）

（カイコ系統の保存事業）

 日本医療研究開発機構(AMED)のナショナルバイオリソースプロジェクト NBRP 採択による

経費、文部省の系統保存費の補助金を受け、本分野のメイン事業として行っている。ここでは、

NBRP 活動を中心に抜粋し、報告する。本年度の NBRP 事業は、先端科学に対応し得る高品質

なカイコバイオリソースを収集・保存・提供する基盤を構築することを目的に、九州大学（中

核機関）、学習院大学（分担機関）、信州大学（分担機関）と共同で事業を行った。

・中核機関である本分野のコアリソース約 500 種類は長野県松本市の風穴、信州大学の野蚕系

統は九州大学でバックアップ保存した。遺伝子組換え系統の大半（約 150 系統）は凍結保存に

よって維持している。

・分担機関（学習院大学）で行なっている坂戸系クワコ・イチジクカサンの保存・提供業務を

中核機関へ集約した。

・カイコで開発した卵巣の凍結保存方法により分担機関（信州大学）が保有するエリサンの凍

結保存を行った。

・ニュースレター“おかいこさま”を 2 回（4 月、12 月）発行し、研究コミュニティに配布し

た。新規ユーザーの拡大を目指し、カイコリソースに関する解説書を日本語版と英語版で作成

した。

・遺伝学研究所川本祥子准教授と連携して、データベース SilkwormBase の更新、データの拡

充を行った。

・運営委員会（2020 年 1 月 21 日）を開催するとともに日本蚕糸学会とは連携を密に行い、ユ

ーザーの意見を収集し事業に反映させた。

＜個別の事業概要＞

①カイコバイオリソースの収集と高品質化

・ゲノム改変系統 13 系統、ENU 系統を 4 系統収集した。p20 系統で置換したクワコのコンソ

ミック系統の育成を行い、38 系統について高度化を進めた。

・薬物評価、病態モデル、有用タンパク質の発現に適した３系統のカイコ系統の配布を始めた。

・保有系統のうち 600 系統に関し、卵、幼虫、蛹時期に形質の評価を行い、高品質化をはかっ

た。

②カイコバイオリソースの保存・提供

・新規に 50 系統の凍結保存を行った。

・致死遺伝子１系統、不妊突然変異１系統について、分子マーカーによる管理を可能とした。

・飼育室環境の管理、良質桑を確保するための桑園管理（福岡市３ヶ所、指宿市 1 ヶ所）を行

った。

・第１期でコア系統を中心に採卵し、それを基本に、年間計 6 回の飼育により、卵から成虫の

各ステージでの提供事業を行い、提供件数は 1008 件であった。

③桑園管理
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 カイコ飼育には餌となる桑の確保が必要で、本分野の業務は桑園管理から行われている。桑

園管理は、施肥、除草、病害虫、剪定、収穫など幅広い分野に関する知識と経験が必要な業務

であり、本分野の技術職員が主導して行った。カイコの飼育は 5 月から 6 月の第１期の飼育が

最も多い。2019 年の第１期は伊都移転後の初めての飼育期となった。この時期には 5 トンから

6 トンの桑が必要で移転以前にはこの量の確保が課題であった。失敗は許されないので慎重に

シミュレーションを行ってきた。実際の運用では予想を上回る収穫ができ、無事に第 1 期の飼

育が行うことができた。伊都地区での桑不足や、新施設での飼育で異常が生じた場合に備える

為、箱崎地区の桑園と飼育施設建物は 2019 年 8 月まで維持することを申請し、認められてい

た。幸いにも箱崎の桑園や施設を利用することはなく乗りきることができた。学内の関係者に

は箱崎地区施設の延長使用では大変お世話になった。関係者にはこの書面でお礼を申し上げる

次第である。

 指宿試験地には太田幸一技術専門職員（2019 年 1 月逝去）の後任として 6 月から木村友祐氏

が採用された。

◎2019 年度（2019.4〜2020.3、H31/R1）の桑園移管理業務の主なものは以下の通りである。

4 月

第 3 工区（H26=2014 年 3 月, H27=2015 年 3 月植付け）、第 4 工区 17、18、19 圃場（H28=2016
年 3 月桑植え付け）、20、21、22 圃場（Ｈ29=2017 年 3 月新植）、H30=2018 年 3 月新植した第

4 工区建物前の 0.2 ha の総面積約 2.6 ha の管理を行う。箱崎地区は建物周囲と２号桑園、線路

脇桑園の管理を 6 月まで行った。箱崎地区はシルバー（溝口さん）が担当した。箱崎で 100 年

続いたカイコ飼育は完全に終了する。鹿児島本線沿いにあった桑園は通勤客にも知られていた

もので一抹の寂寥感有。

5 月

伊都地区桑園の利用による初めての春蚕飼育（第 1 期）。箱崎ではシルバー人材センターに依

頼していた桑摘、草刈作業だが、伊都キャンパス移転により学外より学内への入構手続や案内

の煩雑さから学生アルバイトに桑摘を依頼。また４工区急斜面及び一部株間の草刈は業者依頼。

大きな問題もなく１期系統保存終了。（１期桑葉収穫圃場３−１、３−２、４−３、４−４）。

6 月

箱崎地区旧２号圃場アメリカシロヒトリ発生。近隣住民より苦情あり。初回技術職員対応。

後は昆虫ゲノム科学が対応（桑葉収穫の為）。

７月

田主丸農家が針桑（ハリグワ：柘）について増殖の相談があり、対応し挿し木をする。

３工区イノシシ侵入防止柵設置（写真参照）。

８月

 ５期用桑葉確保の為、４−１圃場中間伐採。建物前基部条切。全圃場外周、４工区斜面草刈

業者に依頼。針桑挿木乾燥し枯死。ただし、業者圃場では一部生育。

12 月

4 工区桑園の斜面草刈業者に依頼（写真）。

2020 年

1 月 

４工区（20.21.22）を春刈り、矮小枝切り＆条粉砕。指宿試験地より NBRP 依頼の桑葉発送。

2 月 

全桑園堆肥まき＆耕運、株間草刈。指宿試験地シマグワの挿木。指宿試験地より NBRP 依頼の

桑葉発送。

3 月

全桑園にカミキリ殺虫剤注入。丸桑肥料全桑園施肥（写真参照 
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【植物遺伝子開発分野】

現在保存している品種系統の分類基準とその数を以下に示す。

HO系統 国内外の品種系統 1,398 系統

LO系統 1962ｰ1965年収集したわが国在来品種 1,341 系統

IBP系統 FAO 国際共同研究供試品種 276 系統

UP系統 国内外の陸稲品種 342 系統

CM系統 化学変異源処理突然変異系統 5,715 系統

EM系統 胚乳形質に関する突然変異系統 1,764 系統

計 10,836 系統

これらの系統の一部をデータベースとして公開している。

http://w3.grt.kyushu-u.ac.jp/Rice_Kyushu/rice-kyushu/htdocs/main.html

http://www.shigen.nig.ac.jp/rice/oryzabase/

NBRPにおいて開設したTILLINGオープンラボに国内外の研究者を受け入れている。

http://www.shigen.nig.ac.jp/rice/oryzabaseV4/tilling/openLab

また、水田圃場を学内外の研究者に開放するオー

プンフィールドを開催した（左写真）。オープン

フィールでは九大圃場施設内で研究対象となる

系統リソースの形態観察や計測が可能である。本

活動は大規模圃場を持たない遺伝子資源ユーザ

ーの研究支援とリソースの有効活用につながっ

ている。

 

 

 

 

 

 

収穫期におけるコンクリート水田と温室群  

 

 

 

 

－ 40 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

IR64由来のMNU変異体のスクリーニング

 

年次 開発系統 導入（件数-系統数） 分譲（件数-系統数）

  国内 国外 国内 国外

2016 569   6-70 1-5

2017 402   18-3,855 2-2

2018 474   14-145 2-17

2019 470   12-542 2-14
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【微生物遺伝子開発分野】

微生物遺伝子開発分野における菌株の収集と保存は、発酵学講座、微生物工学講座など応用微

生物関連講座での有用微生物の探索とその研究過程で得られた分離株及び変異株の収集・保存

に始まる。これら菌株の多くはアルコール、有機酸、アミノ酸、核酸、抗生物質、酵素等の発

酵、食品、医薬、化学工業にまたがる広範囲の各種有用物質の生産に利用されている。また、

産業廃棄物の処理と資源化、炭酸ガス処理を含む地球環境の改善に係わる環境科学の基礎的・

応用的研究にも大きく貢献している。

 現在、以下のような菌株を保存している。

I. 細菌
(A) 基準株 Bacillus 属, Cellulomonas 属, Lactobacillus 属, Lactococcus 属,

Pseudomonus 属, Thermus 属および大腸菌 

66 種 147 株

(B) 分離株 Bacillus 属, Geobacillus 属, Ureibacillus 属, Lactobacillus 属, Lactococcus 属,
Pediococcus 属, Pseudomonus 属, Enterococcus 属及び Thermus 属
43 種 1104 株

(C) 変異株 Bacillus 属, Geobacillus 属, Lactobacillus 属および Thermus 属
23 種 185 株

II. 放線菌
(A) 基準株 Micromonospora 属, Nocardia 属, Rodococcus 属, Streptomyces 属および

Streptoverticillium 属 

155 種 171 株

(B) 分離株 Streptomyces 属 

5 種 5 株

(C) 変異株 Streptomyces 属
10 種 311 株

III. プラスミド
(A) 導入プラスミドベクター 大腸菌、枯草菌（含む納豆菌）、乳酸菌、放線菌および酵

母系統 

165 種類

(B) 分離プラスミド 枯草菌（含む納豆菌）、乳酸菌および放線菌系統 

127 種類

(C) 変異・構築プラスミド 4300 種類以上

IV. ファージ
(A) 導入ファージ・ファージベクター 大腸菌、乳酸菌、放線菌系統 

35 種類

(B) 分離ファージ 乳酸菌および放線菌、アーキア系統 

207 種類

(C) 変異・構築ファージ 大腸菌、乳酸菌および放線菌系統 

85 種類

V. 糸状菌
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(A) 基準株 Aspergillus 属, Mucor 属および Penicillium 属 

3 種 25 株

VI. 酵母
(A) 基準株 Saccharomyces 属および Candida 属 

3 種 3 株

VII. 昆虫培養細胞
 Bombyx 属, Spodoptera 属及び Trichoplolsia 属 

7 種 11 株

VIII. 昆虫ウイルス及び組換え体
 (A) 昆虫ウイルス 5 種類

 (B) 組換え体ウイルス 6 種類

 上記以外の有用微生物資源については、現在、発酵学教室及び微生物工学教室においてそれ

ぞれ保存・管理されている。
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V. センター規程

 九州大学農学研究院附属遺伝子資源開発研究センター規程

（趣旨）

第一条 この規程は、九州大学農学部附属遺伝子資源研究センター（以下「セ

ンター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。

（センターの目的）

第二条 センターは、遺伝子の保存、開発及び利用に関する研究を行うことを

目的とする。

（分野）

第三条 センターに、次の分野を置く。

一 家蚕遺伝子開発分野

二 植物遺伝子開発分野

三 微生物遺伝子開発分野

（センターの長）

第四条 センターに長を置き、農学部の責任及び兼任の教授のうちから教授会

の議を経て選定する。

2 センターの長は、センターの管理及び運営を総括する。

3 センターの長の任期は、二年とする。

4 センター長は、再任されることができる。

（運営委員会）

第五条 センターの管理運営に関する重要な事項を審議するため、遺伝子資源

開発センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

第六条 運営委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。

一 センターの専任の教官のうちから選ばれた者三人

二 農学科、農芸化学科、林学科及び食糧化学工学科の専任の教授

及び助教授のうちから選ばれた者各一人

三 前二号に掲げる者以外の農学科の専任の教授、助教授及び講師

のうちから選ばれた者一人

四 農学部附属農場及び演習林の専任の教授及び助教授のうちか

ら選ばれた者各一人

五 農学研究科遺伝子資源工学専攻の専任の教授及び助教授のう

ちから選ばれた者一人

2 委員の任期は、二年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任

者の任期は、前任者の残任期間とする。

3 委員は、再任されることができる。

4 委員は、農学部長が委嘱する。
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第七条 委員長は、センターの長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を召集し、その議長となる。

3 委員長に事故等があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がそ

の職務を代行する。

第八条 運営委員会は、委員の過半数の出席がなければ、議事を開き、議決を

することができない。

2 運営委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。

（雑則）

第九条 この規程に定めるもののほか、センターの管理運営に関し必要な事項

は、運営委員会の議を経て、センターの長が定める。

附則

1 この規程は、平成九年四月一日から施行し、平成九年四月十六日から

適用する。

2 九州大学農学部附属遺伝子資源研究センター規程（昭和六十二年五月

二十九日施行）は、廃止する。
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VI. 英文摘要

INSTITUTE OF GENETIC RESOURCES

The institute of Genetic Resources had been established in May, 1987, and was then 
reorganized in April, 1997, within the Faculty of Agriculture, Kyushu University. The 
Institute is devoted to basic and applied studies on genetics with special interest in the 
stock maintenance of agriculturally important organisms. Silkworm, rice and fermentative 
microorganisms are chosen as the main materials from the viewpoint that their scientific 
researches have been carried out and developed chiefly in Japan. Emphasis has also been 
placed on studies at molecular level to contribute to the development of biotechnology and 
to establish gene libraries of these biological resources.

Silkworm Genetics Laboratory

BANNO, Yutaka Ph. D. Professor
YAMAMOTO, Koji Ph. D. Assistant Professor

a)  Linkage analysis of silkworm
b)  Mutagenesis and teratogenesis in silkworm
c)  Analysis of gene expression
d)  Maintenance of the mutant stocks
e)  Construction of a genetic linkage map of silkworm genome
f)  Cytological studies of the deficient and translocated chromosomes

Plant Genetic Laboratory

KUMAMARU, Toshihiro Ph. D. Professor
KUBO, Takahiko Ph. D. Associate Professor

a) Resolution of the mechanism controlling the transport and the accumulation of the seed 
storage proteins in rice. 

b) Identification and functional analysis of genes involved in reproductive development 
and evolution of rice.

c) Construction of the rice mutation pool.
d) Conservation and evaluation of rice genetic resources.
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Microbial Genetics Laboratory

DOI, Katsumi Ph. D. Professor
FUJINO, Yasuhiro Ph. D. Assistant Professor

a) Survey, development and preservation of microbial genetic resources 
b) Genetics and breeding of industrial bacteria: Streptomyces, Lactobacillus,

Bacillus, Thermus, etc.
c) Functional analysis and application of novel and useful genes found in industrial 

bacteria 
d) Isolation and characterization of bacterial and archaeal viruses
e) Investigation of biomineralization in geothermal environment
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VII. センター研究棟配置図

家蚕遺伝子開発分野

(AG22棟：カイコバイオリソース研究施設)

Tel.& Fax. 092-802-4820, 4819, 4816, 4822

植物遺伝子開発分野

(アグリ・バイオ研究施設棟)

Tel. & Fax. 092-802-4842, 4844, 4843

微生物遺伝子開発分野

(アグリ・バイオ研究施設棟)

Tel. & Fax. 092-802-4845, 4846
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編集後記

九州大学農学研究院遺伝子資源開発研究センター年報第21号を発刊致しまし

た。平成29年度は、遺伝子資源開発研究センター長として引き続き熊丸敏博先

生が就任され、センターの運営にご尽力いただいております。

平成29年4月、微生物遺伝子開発分野に藤野泰寛助教が赴任され、本センター

の教員数は6名となりました。全員の力を合わせ、更なるセンターの発展に邁進

する所存であります。今後とも、本センターの活動にご支援とご教示いただき

ますよう、お願いいたします。
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